サンプルプログラム解説
プログラムの目的：

CSV形式のデータファイル(Sample.csv)の数値を、リストに格納するサンプルプログラムです。
Sample.csvのデータ構造は、以下の内容となります。
１列目：CA～(観測点名)
２列目：E (経度方向の座標値)

３列目：N (緯度方向の座標値)

４列目：H (標高)

５列目：h (トータルステーションの高さ)
※上記の各列には、数値が必ず入っているものとします。値に不備があると、本サンプルプログラムは正しく値を読み込むことができません。また、上記構造以外のCSVファイルに対して本サンプルプログラムを実行しても、値は正しく読み込まれません。
簡易プログラムフロー：
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プログラムの内容
'ProgramMode:RUN
"CSV File Name"?->Str 1


‘・・・ファイル名の入力を実行します
‘ ファイルの所在(SMEM(保存メモリー) もしくはSDカード)の選択を行います。
"Load the CSV File"

"SMEM:Press[1]"

"SD  :Press[2]"

While 1

Getkey->A



‘・・・押したキーに対応した値を格納します。
If A=62

Then "SMEM:\\"+Str 1->Str 2
‘・・・保存メモリーに対するパス名を格納します。
Break

Else If A=22

Then "SD:\\"+Str 1->Str 2

‘・・・SDカードに対するパス名を格納します。
Break

IfEnd

IfEnd

WhileEnd

 ‘ CSVファイルの読込み処理を行います。
ClrText

"Now Loading..."

OpenCSV Str 2+".CSV"


‘・・・指定したファイルをオープンします。
ClrList

0->N

While 1
LoadNextCell->List 26


‘ ・・・読込み対象セルを次のセルに切り替えます。
If List 26[1]=-1



‘ ・・・読込み対象セルがEOFであるか判定します。
Then Break

IfEnd

If List 26[3]=1



‘ ・・・読込み対象セルが１列目であるかを判定します。
Then While 1
GetCellString->Str 1

‘ ・・・読込み対象セルの文字列を文字列メモリーに格納します。
If StrSrc(Str 1,"CA")=0

‘ ・・・読込み対象セルに”CA”の文字列が入っているかを判定します。
Then Break

IfEnd
N+1->N

1->M

While M<=4



LoadNextCell
GetCellValue->List M[N]

‘ ・・・読込み対象セルの数値データを、リストに格納します。
M+1->M

WhileEnd
WhileEnd

IfEnd

WhileEnd

CloseCSV



‘・・・オープンしたCSVファイルをクローズします。
ClrText
"Complete!"
"Press EXE key"
プログラム実行中の各画面について
	画面
	機能/処理
	備考
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	ファイル名の入力
	ファイル名に小文字が含まれていても、大文字で入力してください。
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	ファイルパス選択
	本サンプルプログラムでは、CSVファイルがルート階層にあることが必要です。
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	ファイル解析中
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	処理の完了
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	Not Found
	指定したファイルが無い場合は、Not Foundエラーが表示されます。


リストの確認方法
プログラム実行後、STATアプリを起動すると、リスト内容を確認することができます。
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リストに値を格納することによって、リストを使用した様々なプログラムを実行することができます。






































































